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令和５年４月１４日発行 

現在会員数 ２５９名 

男性 １３８名 

女性 １２０名 

 （R５．３．３１現在） 
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東京都シルバー人材センター連合の令和５年度安全就業 
標語の入賞作品が決定しましたのでご紹介します。  

テーマ 「健康管理」 

最優秀 健康は 自分が作る 宝もの      （江戸川区ＳＣ） 
優 秀 健康は 日々の努力と 心がけ       （新宿区ＳＣ） 

毎日の 心の健康 笑顔から      （世田谷区ＳＣ） 

大丈夫 過信の気持 要注意       （豊島区ＳＣ） 
健康は 日々の意識の 積み重ね     （板橋区ＳＣ） 

テーマ 「センターごとに設定したテーマ」 

最優秀 忘れない ヒヤリで済んだ あの瞬間  （東大和市ＳＣ） 
優 秀 ちょっと待て 急がず慌てず ひと呼吸   （中央区ＳＣ） 

気遣いは 誰でもできる 助け合い    （豊島区ＳＣ） 

ゆずり合い 心にゆとり 事故はなし      （北区ＳＣ） 

これは無理 止める勇気が 年の功       （瑞穂町ＳＣ） 

安全就業標語選考結果  

１ 承認事項 

1) 会員の入退会について 

入退会についてすべて承認 

2) 令和５年度事業実施計画（案）につい

て 

案通りすべて承認 

3) 令和５年度当初予算書（案）について 

案通りすべて承認 

4) 令和５年度の資金調達及び設備投

資の見込みについて 

案通りすべて承認 

5) 役員賠償責任保険の加入手続きに

ついて 

事務局より説明し承認 

理事会開催報告 ３月２３日（木）午前１０時から八丈町役場大会議室において「第１０回

理事会」が開催されました。主な議題は次の通りです。  

２ 報告事項 

1) 令和５年２月の事業実績について 

公共民間ともに対前年度比において 

増額となり回復傾向にあることを報告 

2) 令和５年度役員研修について 

研修予定等について説明 

3) 第２回会長会議（書面開催）報告 

会議資料により会長報告 

4) 安全管理委員会について 

事務局より説明 

5) お客様満足度調査・会員意識調査報

告書について 

事務局より説明 

３ その他 
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＜八丈島フリージアまつり＞ 今年もフリージアまつりが

開催されました。秋の作付けや除草・清掃・まつり会場での

受付等、センターとは関わりの深い行事です。 

フリージアは色とりどりに一斉に咲き誇り、観光客や島民

の目を楽しませてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 令和５年度安全管理活動実施計画（案）について 

年間の活動計画について説明、案通り承認 

２ 令和４年１２月～令和５年２月までの事故報告について 

１２月～２月までの事故１件について報告 

３ 意見交換会について 

集合形式を取りやめ、今年度も書面開催することを説明 

４ その他について 

第１班の安全就業パトロールの実施予定（３月２９日） 

安全管理委員会開催報告 ３月８日（水）午前１０時か
ら、「第４回安全管理委員会」が相談室４において開催さ

れました。主な議題は次の通りです。 

安全就業パトロールを 
実施しました 

３月２９日（水）に安全管

理委員（第１班）による安

全就業パトロールを実施し

ました。 

雨で外作業を中止した

ため、中之郷のやすらぎの

湯のみにて行いました。 

－ 八丈町ＳＣ安全就業標語 － 
 

忘れるな 仕事はじめの 再確認  
手を抜くな お客はそっと 見ているよ 
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資料館のお宝（７３） 

藍ヶ江に漂着した出羽国幕府領の年貢米をめぐって （三） 
 １８１１年（文化８）２月２２日（旧暦）、中之郷藍

ヶ江に漂着した千石船の積荷は、出羽国米沢

藩預け地の城米（幕府領の年貢米）でした。か

つて米沢藩領だった屋代郷から馬の背に積ま

れて奥羽山脈を越えた城米は、小さな船で阿

武隈川を下り河口の荒浜へ。太平洋に出ると中

型船で松島湾の寒風沢まで運ばれそこで石ノ

巻湊（宮城県）の米沢屋平之丞の船に積み替

えられて江戸を目指しましたが大時化に遭
あ

い、

命からがら藍ヶ江に流れ着いたのでした。 

漂着船救助の様子を、１６９０年（元禄３）２月

２２日美濃国幕府領の城米を積んで中之郷汐
し ょ

間
ま

ヶ浦に漂着した伊勢国津（三重県）の六兵衛

船を例に再現してみましょう。 

その年の２月は、八丈島に漂着船が３艘あり

ました。１５日に泉州佐野浦（大阪府）唐
から

金
かね

屋助

次郎船が江戸に米を運ぶ途中で遭難、小島に

陸揚げした９９０俵を金子１両に付き７俵替え

（約１７１両相当）で八丈島が買い取ると、同じ日

に摂州大坂伝法村庄右衛門船が酒と醤油を積

んで江戸に向かう途中で遭難、小島の漁舟で

酒樽５０個を回収し１樽につき金１分（計１２両２

分）でこれも買い取りました。支払いには江戸で

八丈絹を売った代金を充
あ

てるのです。 

２２日には伊勢国津の六兵衛船が美濃国幕

府領の城米を積んで中之郷汐間ヶ浦に流れ着

きました。岸から１４～５町（約１.５㎞）ほどのとこ

ろで船は停
と ま

り、やがて艀
はしけ

に乗り移って上乗
うわのり

・船

頭・水
か

主
こ

ら１４人が藍ヶ江に上陸しました。決まり

では荷物の確保が最優先でしたが、大時化
し け

の

余波で救助のために漁舟を出すのは危ないと、

村人と船の乗組員で見張ることにしました。とこ

ろが、翌日も波はおさまらず、翌々日になってよ

うやく海が凪
なぎ

たところで、島から漁舟７艘を出し

て千石船を藍ヶ江に引き込みました。 

陸揚げできた米は１,０３１俵でした。係留中の

本船は 1週間後に大波を受けて大破してしまい

ました。陸に揚げた年貢米は八丈島と小島の漁

舟でひとまず大賀郷へ廻送し、陣屋の囲倉
かこいぐら

（備

蓄倉庫）に収納しました。大切な城米なので、

地役人の菊池采女
う ね め

と末吉村の名主市十郎ら

が 、 青ヶ島船を借りて江戸へ注進に出たのが

４４ 

八丈島歴史民俗資料館 伊藤 宏 

 

４月２４日。６月１５日に注進の船が戻って、城

米は合
あわせ

糸織
いとおり

１反（５両）につき１０俵と交換で八

丈島・青ヶ島の百姓たちに下げわたされること

になりましたが、このことが伝えられるまで、４ヵ

月もかかったのです。島の人々は、この１ヵ月の

漂着物引取のために、約７００両の借金を新た

に抱えることになりました。（『八丈実記』第二巻

船舶） 

漂着船と積荷の扱いについて、１７８３年（天

明３）４月伊豆代官江川太郎左衛門から①八丈

島・小島・青ヶ島の百姓は幕府を重んじ御用を

大切にして、万事不作法のないようにすること、

島の役人は織物等を託された小百姓から利潤

を得てはならないこと。②幕府領や諸藩の年貢

米を江戸へ廻送する船が難風にあって島に流

れ寄ったときは島の役人と御船船頭が立ち会っ

て引き船を提供し、荷を捨てたり破船させない

よう働くこと。③もし島に近いところで破船した場

合はすぐに救援船を派遣して海中に捨てた米

を拾い上げ、濡れた程度を厳密に調べ、濡れ

た米は売却するつもりで島中に入札をかけ、役

人たちが吟味のうえ公正に値段を決め、詳しい

海難証明書を発行すること。④代官所へも詳し

く報告することを船頭・上乗と合意し、いい加減

なことがあれば後日でも必ず処罰があるので、

必ず守るようにという「定」が出されていました。

それより１３０年前の１６３６年（寛永１３）三代将

軍家光の時代に出された「浦々御高札御定法

式」は「船が破損した場合、船主の依頼があれ

ばその浦の者が荷物を注意深く取り揚げ、その

荷物のうち浮荷物は 

２０分の１、沈荷物は 

１０の１を取り揚げた 

者に渡すこと。」との 

の定もありましたが、 

とにかく幕府の承認 

が優先されるのでし 

た。〔続く〕 

陣屋の図 
右下に 2棟の囲倉 
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配 分 金 材 料 費 事 務 費 計
公 共 48 1,657 9,886,276 840,775 885,282 11,612,333
民 間 33 269 1,201,054 18,874 119,598 1,339,526
計 81 1,926 11,087,330 859,649 1,004,880 12,951,859

公 共 564 19,256 102,071,757 6,965,380 7,933,679 116,970,816
民 間 260 2,004 9,126,084 303,550 856,439 10,286,073
計 824 21,260 111,197,841 7,268,930 8,790,118 127,256,889

３
月

累

計

令和４年度事業実績

月 区分
受  託
件  数

就業延
日人員

契 約 金 額

 

 ３月末会員数 ２５９名  就業実人員 １５８名  就業率 ６１.０％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賃 金 手 数 料 等 計

1 55 181,885 61,508 243,393

令和４年度派遣事業実績

受託件数 就業延日人員
契 約 金 額

当年度累計

会員入退会状況（３月分）     
 

入会者  よろしくお願いします 

 男性 １名 

退会者  お疲れ様でした 

 女性 ４名 

❊就業相談のお知らせ❊ （要予約） 
 

日時  ５月１５日（月）午後３～５時 

場所  八丈町役場第２会議室 

申込  お電話ください☎ ２－４６６６ 

シルバー総合保険のチラシについて 
 
シルバー人材センターでは、就業

中や就業の行き帰りのケガ・熱中症、

また就業中に物を壊してしまった場

合等に備えて「シルバー総合保険」

に加入しています。 

「東京都シルバー人材センター連

合シルバー総合保険制度についての

ご案内」を同封いたしますので、も

しもの時に備えてご一読くださいま

すようお願いいたします。 

事務局より 来月の配分金支払日は、 

５月１５日（月）です。 

事務局長   奥山
おくやま

 拓
ひらく

 あ （統括） 

職 員   福田
ふ く だ

 洋子
ひ ろ こ

  （経理・庶務） 

小室
こ む ろ

 寿
と し

哉
や

  （事業・統計） 

喜田
き だ

 秀彦
ひでひこ

  （事業・安全） 

臨時職員   石井
い し い

 裕美
ゆ う み

  （事務）  

 

今年度もよろしく 

お願いいたします。 


